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RMT-NWS20

リモートコマンダー
取扱説明書・保証書

 安全のために
電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故の原因となります。
この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と本製品の取り扱いかたを示
しています。本製品を接続する機器の「取扱説明書」も合わせてよくお読みのうえ、本
製品を安全にご使用ください。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必
ず保管してください。

安全のための注意事項を守る
この「安全のために」の注意事項をお読みください。本製品全般の注意事項が記載され
ています。

故障したら使わない
動作がおかしくなったり、本製品が破損しているのに気づいたら、すぐにお買い上げ店
またはソニーサービスステーションに修理をご依頼ください。

万一、異常が起きたら

•	変な音、においがしたら
•	煙が出たら  �お買い上げ店またはソニーサービスステーション

に修理を依頼する。

警告表示の意味
取扱説明書および本製品では、次のような表示をしています。表示の内
容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電・破裂な
どにより死亡や大けがなどの人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故
によりけがをしたり周辺の家財に損害を与えたりするこ
とがあります。

注意を促す記号 
     

行為を禁止する記号
     

行為を指示する記号

下記の注意事項を守らないと、火災・感電・破裂など
により死亡や大けがなどの人身事故が生じます。

火の中に入れない。

温度が非常に高いところに放置しない。
•	火のそば
•	暖房器具の近く
•	炎天下で窓を閉め切った自動車内（とくに夏季）      など

下記の注意事項を守らないと火災・感電などにより 
死亡や大けがなど人身事故の原因となります。

運転中は使用しない。
自動車、オートバイ、自転車などの運転をしながら操作をする	
ことは絶対におやめください。交通事故の原因になります。

内部に水や異物を入れない。
水や異物が入ると火災や感電の原因になります。万一、水や異
物が入ったときは、すぐに使用を中止し、ソニーの相談窓口また
はお買い上げ店にご相談ください。

雨、水がかかる場所、油煙、湯気、湿気、ほこりの 
多い場所では使用しない。
上記のような場所で使用すると、火災や感電の原因となります。

分解や改造をしない。
火災や感電、事故の原因となります。
内部の点検や修理は、お買い上げ店またはソニーサービス	
ステーションにご依頼ください。

乳幼児の手の届かないところに置く。
本製品は飲み込む恐れがあるので、乳幼児の手の届くところに
置かないでください。万が一飲み込んだ場合は、窒息や胃など
への障害の原因になるため、ただちに医師にご相談ください。

本製品を布団などでおおった状態で使用しない。
熱がこもってケースが変形したり、火災の原因となることが
あります。

ぬれた手で本製品をさわらない。
感電の原因となることがあります。

下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の 
家財に損害を与えたりすることがあります。

肌に合わないと感じたときは使用しない。
肌に合わないと感じたときは早めに使用を中止して、医師またはソ
ニーの相談窓口、お買い上げ店にご相談ください。

使用中に気分が悪くなった場合は使用を中止する。
本製品を使用中に気分が悪くなった場合は、すぐに使用を中止して
ください。

本製品を航空機内で使用する場合は、客室乗務員の
指示に従う。
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあり
ます。

本製品を医療機器の近くで使用しない。
電波が心臓ペースメーカーや医療用電気機器に影響を与えるおそ
れがあります。満員電車などの混雑した場所や医療機関の屋内で
は使用しないでください。

本製品を心臓ペースメーカーの装着部位から
22cm以上離す。
電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれがありま
す。

本製品を自動ドア、火災報知器などの自動制御機器
の近くでは使用しない。
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあり
ます。

本製品は、国内専用です。
海外では国によって電波使用制限があるため、本製品を使用した場
合、罰せられることがあります。

電池についての安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火・誤飲による大けがや失明を避けるため、下記のことを必
ずお守りください。

 リチウムコイン電池が液漏れしたとき
リチウムコイン電池の液が漏れたときは、素手で液をさわらない。
液が本製品内部に残ることがあるため、ソニーの相談窓口またはお買い上げ店にご相
談ください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがあるので目をこすらず、すぐに水道水
などのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原因になるので、すぐにきれいな水で
洗い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるときには医師に相談してください。
リチウムコイン電池を誤って交換すると爆発する危険があります。必ず
同一タイプのものと交換してください。

•	小さい電池は飲みこむおそれがあるので、乳幼児の手の届くところに置かない。万が
一飲みこんだ場合は、窒息や胃などへの障害の原因になるので、ただちに医師に相談
する。
•	リチウムコイン電池は、おもて・うらに注意して必ず＋面を上にして入れる。
•	充電しない。
•	火の中に入れない。分解、加熱しない。ショートさせない。
•	コイン、キー、ネックレスなどの貴金属類と一緒に携帯・保管しない。
•	液漏れした電池は使わない。
•	使いきった電池は取りはずす。
•	水などでぬらさない。風呂場などの湿気の多いとこでは使わない。

•	火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下の車中など、高温の場所で使用・保管・
放置しない。
•	指定された種類以外の電池は使用しない。
•	廃棄の際は、地方自治体の条例または規則に従ってください。

同梱品を確かめる
ˎˎ リモート	
コマンダー（1）

ˎˎ ケーブルアタッチメント ˎˎ クリップ	
アタッチメント（1）

ˎˎ 取扱説明書・保証書（本書）（1）

（A）（1） （B）（1）

お買い上げ時に電池が
セットされています。

裏面にA、Bの表記が
あります。

各部の名前と機能
ˎˎ HOLDスイッチを下げてHOLDを解除した状態で、いずれかの操作ボタ
ンを押すと、リモコンの電源が入ります。

HOLDスイッチ

HOLD

HOLD解除

誤ってボタンが押されて
動作するのを防ぎます。

ストラップ穴

（再生／一時停止）ボタン
•	凸点（突起）がついています。
操作の目安としてお使いくだ
さい。

内蔵アンテナ
•	リモコンを使用するときは手など
でおおわないでください。	
ウォークマン®との接続に障害を
起こす場合があります。

OPR（オペレーション）ランプ

（曲送り）ボタン

VOL（ボリューム）	
ーボタン

（曲戻し）ボタン

VOL（ボリューム）
＋ボタン

OPR（オペレーション）ランプの表示内容

OPR（オペレーション）ランプの表示 リモートコマンダーの状態
青*：点滅2回
  

電源オン

青*：2秒点灯 電源オフ

青*：点滅4回
        

リモコンリセット完了

赤：点灯継続 電池残量が無いため操作できま
せん。

青／赤：交互に点滅
                                   

リモコン登録中（ペアリング中）

青*：点滅2回の繰り返し
                                      

接続処理中

青*：点滅1回 ボタン操作（接続後）

*	 電池が少なくなるとランプの色が赤に変わります。

リモコンを使うには

本機はNW-A30シリーズ、NW-WM1シリーズに対応しています。
（2016年10⽉時点）
対応機種の最新情報は、下記のホームページまたはカタログをご確認
ください。
本機はBluetoothによる接続を行うため、接続する機種によりウォー
クマンの電池持続時間が短くなることがあります。ウォークマンの電
池持続時間についても、下記のホームページでご確認ください。

http://www.sony.co.jp/walkman-support/

リモコンとウォークマンを登録（ペアリング）する
初めてリモコンを使用するとき、電池を交換したとき、リモコンをリセッ
トしたときはリモコンを登録（ペアリング）する必要があります。
NW-A30シリーズ、NW-WM1シリーズの例：

1	 ウォークマンの  -［  設定］-［Bluetooth］の下の［リモコン
設定］をタップする
画面が切り替わります。

2	 ウォークマンの画面のリモコン設定スイッチをタップして［オン］に
する

3	［リモコン登録］をタップする

4	 ウォークマンに検索中の表示が出ている状態で、リモコンのいずれ
かの操作ボタン（ボタン、VOL＋ボタン、VOLーボタン、 ボ
タン、ボタン） を押す
リモコンの電源が入り、リモコンが登録（ペアリング）されます。登録が
完了すると、［RMT-NWS20］が表示されます。	
ウォークマンの  をタップすると前の画面に戻ります。

リモコンを使う
目的のボタンを押して、ウォークマンを操作します。

電源を切る
リモコンに電源ボタンはありません。下記で自動的に切れます。
ˎˎ ウォークマンと接続されていない状態で、約5分間リモコンの操作がな
かったとき
ˎˎ ウォークマンと接続されている状態で
ˋˋ ウォークマンの電源を切ったとき
ˋˋ リモコンの設定をオフにしたり、リモコンの登録を削除したとき
ˋˋ 約2時間リモコンの操作がなかったとき

リセットする
下記の場合はリモコンをリセットしてください。
ˋˋ リモコンを他のウォークマン（対応機種）で使用する場合
ˋˋ リモコンが効かなくなった場合
ˋˋ ウォークマンの初期化や、一度登録したリモコンを削除するなどして、登録済リモ
コンが［未登録］ になった場合

1	 （再生／一時停止）ボタンとVOL（ボリューム）ボタンの－を同
時に約10秒長押しする

リモコンをリセットするとウォークマンとの登録が削除されるので再
度登録をしてください。

リモートコマンダー
RMT-NWS20

電池を交換する
ˎˎ リモコンのランプが赤く点灯したら、電池残量が少なくなっています。
電池を交換してください。必ずリチウム電池CR1620をお使いください。

1	 電池ぶたを開ける
ロック解除ボタンを押しながら（）、電池ぶたを矢印（）の方向にスラ
イドさせます。

2	 電池を取り出す

3	 新しい電池を入れる
＋側を上にして矢印の方向に入れます。

4	 電池ぶたを閉める
電池ぶたのツメとリモコンの凹部の位置を合わせて水平に置き（）、	
押さえながら、カチッと音がするまでスライドさせます（）。

電池ぶたがロックされます。

5	 電池ぶたがロックされていることを確認する

ご注意
電池を外すとウォークマンとの登録が削除されます。再度ウォークマン
にリモコンを登録してください。



アタッチメントを使う
アタッチメントを使うとリモコンをヘッドホンケーブルに固定したり、衣
服などに留めることができます。お好みに応じてお使いください。

ケーブルアタッチメント：リモコンをヘッドホンケーブルに固定するこ
とができます。

クリップアタッチメント：リモコンを衣服などに留めることができます。

ご注意
手順に従い正しく取り付けてください。正しく取り付けないと落下や紛
失の原因となることがあります。

ケーブルアタッチメント
ヘッドホンケーブルの太さに合わせて、A（細いケーブル用）、B（太いケー
ブル用）のどちらかを選んでください。A、Bはケーブルアタッチメントの
裏面で確認できます。

●ケーブルアタッチメントの取り付けかた

 

●ヘッドホンケーブルへの取り付けかた
ケーブルアタッチメントの裏面の２箇所のツメにヘッドホンケーブルを
通します。

ご注意
ˎˎ ヘッドホンケーブルの太さによっては使用できない場合があります。
ˎˎ ヘッドホンケーブルの分岐部やヘッドホンプラグに近い場所に取り付けない
でください。ヘッドホンケーブルに力がかかり、断線の原因となることがあ
ります。
ˎˎ リモコンにヘッドホンケーブルを巻きつけないでください。ヘッドホンケー
ブルに巻いた跡が残る場合があります。
ˎˎ ヘッドホンケーブルにツメの跡が残る場合があります。

●ケーブルアタッチメントの取り外しかた
ツマミを引き起こしながら（）、矢印（）の方向にアタッチメントを押し
て取り外します。

クリップアタッチメント
リモコンを胸ポケットなどに留めることができます。

●クリップアタッチメントの取り付けかた
アタッチメントのロックが解除されていることを確認してから、リモコン
上面の凹部にアタッチメントのツメをひっかけて取り付けます。
ロックスイッチをスライドさせて、ロックします。

ロックを解除する

ロックする

ご注意
ˎˎ 必ずロックしてください。ロックしないと外れて紛失することがあります。
ˎˎ 外れやすいところに取り付けたり、満員電車などで外部から力がかかるとク
リップが外れ、紛失することがありますのでご注意ください。

●クリップアタッチメントの取り外しかた
ロックを解除してから、アタッチメントを矢印の方向に取り外します。

使用上のご注意
本製品はBluetooth無線技術を利⽤したリモートコマンダーです。

無線の周波数について
本製品が使用している周波数は、他の無線機器でも使用していることがあ
ります。他の無線機器との電波干渉を防止するため、下記事項に注意して
ご使用ください。

2.4 GHz機器使用上の注意事項
本製品の使用周波数は2.4 GHz帯です。この周波数帯では電子レンジ等の
産業・科学・医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で
使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定の
小電力無線局、アマチュア無線局等（以下「他の無線局」と略す）が運用され
ています。
1.	 本製品を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを
確認してください。

2.	 万一、本製品と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合には、速
やかに本製品の使用場所を変えるか、または本製品の運用を停止（電波
の発射を停止）してください。

3.	 不明な点その他お困りのことが起きたときは、ソニーの相談窓口までお
問い合わせください。

この無線製品は2.4 GHz帯を使用します。変調方式と
してその他の変調方式を採用し、与干渉距離は30 m
です。

Bluetooth接続のご注意
ˎˎ Bluetooth無線技術では約10mまでの距離で接続できますが、障害物（人
体、金属、壁など）や電波状態によって接続有効範囲は変動します。
ˎˎ Bluetooth機器と無線LAN （IEEE802.11b/g）は同一周波数帯（2.4 GHz）
を使用するため、無線LANを搭載した機器の近辺で使用すると、電波干渉
が発生し、接続速度の低下、雑音や接続不能の原因になる場合がありま
す。この場合、次の対策を行ってください。
ˋˋ本製品とウォークマンを接続するときは、無線LANを搭載した機器から10m以上
離れたところで行う。

ˋˋ本製品とウォークマンをできるだけ近づける。

ˋˋ無線LANを搭載した機器から10ｍ以内で使用する場合は、無線LANの電源を切
る。

ˎˎ Bluetooth機器が発生する電波は、電子医療機器などの動作に影響を与
える可能性があります。場合によっては事故を発生させる原因になりま
すので、次の場所ではウォークマンの電源を切ってください。本製品の
電源も同時に切れます。
ˋˋ病院内/電車内の優先席付近/航空機内/ガソリンスタンドなど引火性ガスの発生
する場所や、自動ドアや火災報知機の近く

本製品の取り扱いについて
ˎˎ 落としたり、重いものを乗せたり、強いショックを与えたり、圧力をかけ
ないでください。故障の原因となります。

ˎˎ 以下のような場所に置かないでください。
ˋˋ直射日光があたる場所や暖房器具の近くなど温度が非常に
高いところ	
変色したり、変形したり、故障したりすることがあります。

ˋˋダッシュボードや、炎天下で窓を閉め切った自動車内	
（とくに夏季）

ˋˋホコリの多いところ

ˋˋぐらついた台の上や傾いたところ

ˋˋ振動の多いところ

ˋˋ風呂場など、湿気の多いところ

ˋˋ磁石、スピーカーボックス、テレビなど、磁気を帯びたものの近く

ˎˎ ラジオやテレビの音に雑音が入るときは、本製品の電源を切って、本製品
をラジオやテレビから離してください。
ˎˎ 本製品をお使いになるときは、キャビネットの変形や故障を防ぐために、
次のことを必ずお守りください。
ˋˋ本製品をズボンなどの後ろのポケットに入れて座らな
い。

主な仕様
リモートコマンダー
Bluetooth
ˎˎ 通信方式：Bluetooth標準規格 Ver 4.0
ˎˎ 出力：Bluetooth標準規格 Power Class 2
ˎˎ 最大通信距離：見通し距離 約10 m＊1

ˎˎ 使用周波数帯域：2.4 GHz帯 （2.4000 GHz - 2.4835 GHz）
＊1	 通信距離は目安です。周囲環境により通信距離が変わる場合があります。

電源
CR1620 リチウムコイン電池＊2

＊2	 お買い上げ時にあらかじめ同梱されている電池はモニター用電池のため、電池持
続時間を満たさない場合があります。

動作温度
5 ℃～ 35 ℃

外形寸法
最大突起部含まない寸法（幅/高さ/奥行き）：
	 約20.8 mm× 約74.8 mm × 約6.6 mm
最大外形寸法 （幅/高さ/奥行き）：
	 	約20.8 mm× 約74.8 mm × 約7.9 mm

質量
約11 g

電池持続時間について
約8か月間（1日2時間使用）＊3

＊3	 電池持続時間は、使用状況や周囲温度などの要因によっても変わります。あくま
でも目安としてください。

本製品の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますが、ご
了承ください。

困ったときは
リモコンが効かない
ˎˎ リモコンのHOLDスイッチを下にスライドさせ、HOLDを解除する。
ˎˎ リモコンのランプで電池残量を確認し、必要に応じ電池を交換してくだ
さい。
ˎˎ ウォークマン本体の電源が入っていることを確認する。
ˎˎ リモコンをリセットして、再登録する。
qq「リモコンを使うには」を参照

ˎˎ ウォークマンを再起動（リスタート）する。
qq ウォークマンの「取扱説明書」を参照

ˎˎ 2.4 GHz帯の周波数を使⽤する無線、無線LAN、他のBluetoothオーディ
オ機器または電子レンジなど、電磁波を発生する機器はBluetooth接続
に障害を起こす場合があります。ウォークマンおよび接続したリモコン
を、上記の機器から離れた場所で使用してください。
ˎˎ ウォークマンと接続したリモコンの間に障害物（金属、人体、壁など）があ
ると、Bluetooth接続に障害を起こす場合があります。ウォークマンと
接続したリモコンの間から障害物を避ける、または取り除いてください。

リモコンの登録ができない
ˎˎ ウォークマンとリモコンをBluetooth接続ができる距離で登録してくだ
さい。

商標について
•	ウォークマン、WALKMAN、WALKMANロゴは 、ソニー株式会社の登録商標です。
•	Bluetoothワードマークとロゴは、Bluetooth SIG, Inc.の所有であり、ソニー株式会
社はライセンスに基づきこのマークを使用しています。他のトレードマークおよび
トレード名称については、個々の所有者に帰属するものとします。

その他、本書で登場するシステム名、製品名は、一般に各開発メーカーの登録商標ある
いは商標です。
なお、本文中では™、®マークは明記していません。

ˎˎ 水がかからないようご注意ください。本製品は防水仕様ではありません。	
特に以下の場合ご注意ください。
ˋˋ洗面所などでポケットに入れての使用	
身体をかがめたときなどに落として水濡れの原因となる	
場合があります。

ˋˋ雨や雪、湿度の多い場所での使用

ˋˋ汗をかく状況での使用	
濡れた手で触ったり、汗をかいた衣服のポケットに入れると水濡れの原因となる
場合があります。

ˎˎ 万⼀⽔や異物が⼊ったときはすぐに電池を外し、ソニーの相談窓⼝また
はお買い上げ店にご相談ください。

ご使用について
ˎˎ 自動車、オートバイ、自転車などの運転をしながら使用しないでくださ
い。
ˎˎ ストラップ（別売）を付けてご使用する場合は、ストラップが引っかかる
と危険ですので、ご注意ください。また、振り回すと人にぶつかることも
あり危険ですので、ご注意ください。
ˎˎ 飛行機内で使用する際は、離着陸時など、機内のアナウンスに従ってご使
用をお控えください。
ˎˎ 本製品を寒い場所から急に暖かいところに持ち込んだときや、冬の朝な
ど暖房を入れたばかりの部屋などで、本製品の表面や内部に結露が生じ
ることがあります。結露とは、空気中の水分が金属の板などに付着し、水
滴となる現象です。結露が生じたときは、結露がなくなるまで電源を入
れずに放置してください。そのままご使用になると故障の原因になりま
す。

リチウムコイン電池を廃棄するときのご注意
環境保護のため、使用済みの電池の廃棄については地方自治体の条例また
は規則に従ってください。

お手入れ
本製品表面の汚れは
ˎˎ 柔らかい布（市販のめがね拭きなど）で拭いてください。
ˎˎ 汚れがひどいときは、薄い中性洗剤溶液をしめらせた布で拭いてくださ
い。
ˎˎ シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げを傷めますので使わ
ないでください。
ˎˎ 内部に水が入らないようにご注意ください。

保証書とアフターサービス
保証書
ˎˎ 本書には、保証書が印刷されています。
ˎˎ 所定事項の記⼊および記載内容をお確かめのうえ、⼤切に保管してくだ
さい。
ˎˎ 保証期間は、お買い上げ⽇より1年間です。

アフターサービス
調⼦が悪いときはまずチェックを
この取扱説明書をもう⼀度ご覧になってお調べください。
それでも具合の悪いときはサービスへ
ソニーの相談窓⼝またはお買い上げ店、お近くのソニーサービスステー
ションにご相談ください。
保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証書
をご覧ください。
保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させていた
だきます。
部品の保有期間について
当社では、本機の補修⽤性能部品（製品の機能を維持するために必要な部
品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。ただし、故障の状況その他
の事情により、修理に代えて製品交換をする場合がありますのでご了承く
ださい。

お問い合わせ窓口のご案内
メールでのお問い合わせは　　�ウォークマンサポートへ
（http://www.sony.jp/support/walkman/）

お問い合わせの際、次のことをお知らせください。

　型名：RMT-NWS20　
ˋˋ ご相談内容：できるだけ詳しく
ˋˋ 購入年月日
ˋˋ お使いのウォークマンの型名

「301」＋「＃」


